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半導体レーザーを光源とする擬似ランダム変

調C Wライダー(D L-R M-C Wライダー)

の製作と動作特性は前回日韓告した｡本装置は

近距離(1km線度)の現象の測定を対象として､

一人で運搬操作できる携帯型の装置を目標とし

て製作された｡その後､さらに安定化に務め､

夜間フィールド観測に使用し､実用的なデータ

を得られるようになった｡前回以後の主な改良

点は､ 1)半導体レーザーパワーの出力向上､

2)望連銭の収差の除去､ 3)安定な動作点の

選択､等である｡現在のD L-RM-CWライ

ダーの仕様は以下の通りである｡光源の半導体

レ-ザ-は波長780nni､出力30mWのシャープ胡二製

GaA Asダイオードレーザーでコリメート後のビ

ーム広がりは0.2niradである｡　レーザー光は12吹

く要素数4095)のM系列擬似ランダム信号で変

調されている｡望遠鏡は口径15cm､焦点距離15

0cmの天休望遠鏡に変更した｡検出器には許容電

流の大きいP M T R928を使用した｡増幅器利

得は50dBで､受信信号レベルのヒストグラムを

モニターしながら人力レベルを決定した｡シス

テムの操作､データ処理用のパソコンにもまPC98

図1(a) D L-RM-CWライダーヘッド輩

1

01F2(NEC)を使用している｡装置の写真を図1

(a) (ヘッド部)および(b) (信号処理部および

データ表示部)に示す｡

データの処理は図2に示すフロー図のように

行う｡ 4095チャンネ)LJのメモリーにcyclicに連

続加算された受光信号(生データ)はフロッピ

ーディスクにsaveされている｡この生データを

oadL､相関を取って復調し　く専用ボードで約

2秒)､移動平均等の前処理を必要に応じて施

す｡その後､十分遠方を基準にしてゼロレベル

を設定し､距離自乗補正を行う｡ D L-RM

C Wライダーでは到達距離は矩いのでレーザー

ビームと望遠鏡との重なり関数Y(R)を予め測定

しておき､ YくR)で近距離のデータの補正を行う｡

補正されたデータに必要に応じてスロープ法の

適用などの演算を施し､ C R TやX Yプロッタ

ーへ出力する｡

本装置を用いて､夜間の視程､大気境界屠桂

造､婁底高度の測定等を行った｡図3に測定デ

ータの1例を示す｡本測定は筑波地域のヒート

アイランド測定の一部として､他のライダーの

測定の補助としてごく近距離のエアロゾル分布

図1(b)信号処理およびデータ処理部



を測定するために1986年2月26日19時から27日5時まで行われ灸

ものである｡測定はY(IO=0の部分の影響を軽減するために135

mの位置に450に傾けた鏡を置き､鉛直上方を測定している｡測

定はパソコンの制御により10分ごとに160秒間積算きれた｡-　縦

軸は高度500m迄inearに表示してあり､高度0mが鏡の位置に相

当する｡図3にはエアロゾル層が層状に分かれ､高度150ra付近

に非常に濃いエアロゾル層が発生しているのが示されている｡

現在昼間も測定できるように波長安定化をはかったシステム

を製作中であり､この完成によって､ D L-RM-CWライダ

ーの有用性が発揮されることと確信する｡

i)第10回レ-ザレ-ダシンポジウム､福井､ p.  (1985.5).

+　現在の所属:気象庁八丈島測候所

｣___

(生データ)

恩

u T∵∴耶=T=艶=

I I I

l I I

i I I

E i 1

図2　　　データ処理フロー図
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図　　DL-RM-CWライダーによる夜間接地境界厚の観測例(1986年2月26-27日､於筑波)｡
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